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 本レポートでは、信金中金の海外駐在員等が最新のトピックスについて報告します。今回は、シンガ

ポール・韓国からのインバウンド事情についてご紹介します。お取引先との意見交換に本稿をご活用

いただけますと幸いです。 
 

 

 コロナ禍における外国人による日本入国に関する規制について、その導入経緯をみると、2020 年２

月に中国湖北省での滞在歴がある外国人等の入国拒否からはじまり、２１年 11 月には全世界からの

外国人の新規入国が停止される等、外国人観光客の需要獲得を目指す日本のインバウンド業界にと

っては苦境とも言える環境が続いていました。 

足もと、東京都内での新規感染者数が連日３万人を超える等、引き続き、日本国内の感染状況は厳

しいものとなっておりますが、22年 6月 10日に旅行業者等を受入責任者とする添乗員付きパッケー

ジツアーによる外国人観光客の受入解禁といった、with コロナ政策も打ち出されており、東京都内で

外国人観光客を目にする機会が徐々に増えています。 

また、諸外国では観光客受入も含めた水際対策の緩和が今年に入り加速しています。20 数年ぶり

の円安水準も追い風となり、約２年間、厳しい環境におかれていた旅客サービス・ホテル・飲食店をは

じめとするインバウンド業界では、感染対策の徹底を前提とした適宜適切な水際対策の緩和が期待さ

れているものと思われます。 

 本稿では、訪日旅行ニーズの高まりと、インバウンド需要の取り込みについて、シンガポールおよび

韓国を中心にみていきたいと思います。 

 

１．訪日旅行に関する意向調査について 

 日本へのインバウンド・ツーリズム（外国人の訪日旅行）のプロモーションやマーケティングを行う

JNTO（日本政府観光局）は、シンガポールや韓国を含め、海外 24 拠点に事務所を設置し、PR 活動

等を行っていますが、コロナ後の人流再開を見据え、今年 4 月に重点 22 都市に係るインバウンド調

査（「22市場基礎調査結果概要」）を実施しています。本調査では、訪日旅行を考える上で参考になる

各種分析を行っているため、そのいくつかを紹介していきます。 

 

(1) 将来の地方エリア訪問意向 

 訪日旅行のリピーターが多いアジア市場においては、東京・大阪・京都（いわゆるゴールデンルート）

以外の「地方エリア」への訪問意向が他の市場と比べて高く、その傾向が顕著に表れていると言えま 

 今月のトピックス： 

１． 訪日旅行に関する意向調査について 

２． シンガポールからのインバウンド事情について 

  （コラム）今後に向けて～シンガポールの方へのアンケート～ 

３． 韓国からのインバウンド事情について 

  （コラム）「孤独のグルメ」と静岡県河津町 

 

 

 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 

 続きを読む  

https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_02/mn77.pdf

